






要約:1994 年度,近藤班の慢性疾患患児の学校生活の実態調査の一環として,都内及び近県

に在住する肥満児(小学・中学・高校生,6-16 歳,男 43,女 9)を対象に,学校における生活

の質(quality of life)を調査した。肥満児の学校生活は,他の慢性疾患患児に比し,健康

児に最も近似することが示された。しかし,治療上必要不可欠である学校給食の制限は,該

当する 52 名中 12 名(2311%)になされているに過ぎなかった。


